別紙様式8-2
業績一覧
	学生証番号
	

	申請者氏名
	



【重要】様式の改変・追加は一切不可。該当がない項目は「なし」と記載のこと。
記入要領：博士課程進学後の業績のうち、申請者が中心的な役割を果たしたもののみ、項目に区分して記載してください。通し番号を付すこととし、申請者には必ずアンダーラインを付してください。

(1-1) 学術雑誌等に発表した論文、著書　（査読あり）

(1-2) 学術雑誌等に発表した論文、著書　（査読なし）

・本項目に記載できる業績は、印刷済または採録決定済のものに限ります。査読中または投稿中のものは除外してください。
・査読の有無を区分して明記してください。
・著者全員の氏名を論文と同一の順番で記載してください。この際、申請者には必ずアンダーラインを付してください。ただし、著者名が多数に及ぶ場合は、「他〇〇名」として一部を省略できます。
・題名、掲載誌名、発行所、巻号、頁、発行年をこの順で記入してください。なお、採録決定済のものについては、採録を証明できる資料を別途添付する必要があります。

(2-1) 国内学会・シンポジウム・国際会議等における発表 （査読あり）

(2-2) 国内学会・シンポジウム・国際会議等における発表 （査読なし）

・本項目には、申請者本人が発表したもののみを記載してください。
・口頭かポスターかの別と、査読の有無を区分して明記してください。
・著者全員の氏名を、発表時と同一の順番で記載してください。この際、申請者には必ずアンダーラインを付してください。ただし、著者名が多数に及ぶ場合は、「他〇〇名」として一部を省略できます。
・題名、発表した学会名、論文等の番号、場所、月・年をこの順で記載してください。
・発表予定のものは原則として除きますが、発表申し込みが既に受理されているものについては記載しても構いません。その場合は、受理されたことを証明できる資料を別途添付する必要があります。

(3)その他（特許、受賞歴等）青字部分は削除して提出すること






